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試 験 概 要  

材 料 種 類 山砂 （ 2 ㎜ ） 

産   地 岩 国 市周 東 町 獺 越字 大 道 12773 番 地外 4 筆 

試 験 期 間 令和 7 年 4 月 18 日  ～  令 和 7 年 4 月 30 日  

試 験 結 果 一 覧  整理担当者 早野清隆 
 

試 験 項 目 試 験 値  

JIS A 1102 骨材のふるい分け試験 

通 過 質 量 
百 分 率 

(％) 

2.36 ㎜ 100 

1.18 ㎜ 77 

0.60 ㎜ 43 

0.30 ㎜ 19 

0.15 ㎜ 5 

75 ㎛ 1 

JIS A 1103 骨 材 の 微 粒 分 量 試 験  骨 材 の 微 粒 分 量 ％  1.4 

JIS A 1104 骨材の単位容積質量及び実積率試験 
単 位 容積 質 量 kg/L 1.51 

実 積 率 ％  60.2 

JIS A 1105 細 骨 材 の 有 機 不 純 物 試 験  有 機 不 純 物  標準色液よりも淡い 

JIS A 1109 細骨材の密度及び吸水率試験 

表 乾 密 度 g/㎤  2.58 

絶 乾 密 度 g/㎤  2.51 

吸 水 率 ％  2.89 

JIS A 1122 硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験 損 失 質 量 分率 ％  4.7 

JIS A 1137 骨材中に含まれる粘土塊量の試験 粘 土 塊 量 ％  0.53 

JIS A 1145 骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法) ア ルカ リ シリ カ 反応 性  無害 

JIS A 1218 土の透水試験（定水位法） 透 水 係 数 m/s  2.07E-3 

JIS A 5005 粒径判定実積率試験 粒 径 判 定 実 積 率 ％  53.8 

JIS A 5308 骨材の塩化物量試験 塩 化 物 量 ％  0.001 

JGS 0211 土懸濁液の pH 試験 p H 値  5.9 
 



（g）

（g）

備考

試験に用いた試料は、微粒分量の試験において、呼び寸法0.075mmのふるいに留まったものである。

ふるい分け前の試料の質量 1200.0 ふ る い 分 け 方 法 自　動

JIS A 1102 骨 材 の ふ る い 分 け 試 験 報告用紙

調　査　名  (有)瀬戸内　山砂（2㎜） 試験年月日 令和7年4月22日

試　料　名 試　験　者 大廣 修司

ふるい分け後の試料の質量 1199.2 粗 粒 率 2.56

公称目開き
(mm)

粒度範囲
(％)

連続する各ふるいの間にとどまる試料の質量および質量分率  各ふるいにと
 どまる質量分
 率(％)

 各ふるいを通
 過する質量分
 率(％)試料＋容器

(g)
容器質量

(g)
試料の質量

(g)
質量分率
(％)

106

75

63

53

37.5

31.5

26.5

19

16

9.5

4.75

2.36 0.0   0.0   0     0     100     

1.18 382.7   100.9   281.8   23     23     77     

0.6 507.5   100.9   406.6   34     57     43     

0.3 387.3   100.9   286.4   24     81     19     

0.15 263.1   100.9   162.2   14     95     5     

0.075 150.1   100.9   49.2   4     99     1     

100     0     PASS 13.0   13.0   1     
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（g）

（g）

m1 （g）

（g）

（g）

m2 （g）

A （%）

（%）

備　考

骨材の微粒分率Aは以下の式によって算出する。

A ： 骨材の微粒分量（％）

m 1 ： 洗う前の試料の乾燥質量（g）
m 2 ： 洗った後の試料の乾燥質量（g）

試験精度

平均値からの差が、細骨材の場合は0.3%以下、粗骨材の場合は0.2%以下でなければならない。

ただし、測定値のいずれか一方でも10.0%以上の場合は、この限りではない。

骨 材 の 微 粒 分 量 1.5 1.3

平 均 値 1.4

洗
い
後

(洗った後の試料+容器)乾燥質量 938.3 940.3

容 器 質 量 347.3 348.1

洗 っ た 後 の 試 料 の 乾 燥 質 量 591.0 592.2

洗
い
前

( 洗 う 前 の 試 料 + 容 器 ) 乾 燥 質 量 947.3 948.1

容 器 質 量 347.3 348.1

洗 う 前 の 試 料 の 乾 燥 質 量 600.0 600.0

試　料　名 試　験　者 大廣修司

測　定　番　号 1 2

JIS A 1103 骨 材 の 微 粒 分 量 試 験 報告用紙

調　査　名  (有)瀬戸内　山砂 試験年月日 令和7年4月21日
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備考

【単位容積質量の計算】 【実積率の計算】

試料が絶乾状態のとき 試料が絶乾状態のとき

　T：骨材の単位容積質量(kg/L) 　G：骨材の実積率(％)

　V：容器の容積(L) 　T：骨材の単位容積質量(kg/L)

　m 1：容器中の試料の質量(kg) 　 d D：骨材の絶乾密度(g/cm3)

試料が気乾状態のとき 試料が気乾状態のとき

　m 2：含水率測定のための試料の乾燥前質量(kg) 　Q：骨材の吸水率(％)

　m D：含水率測定のための試料の乾燥後質量(kg) 　 d S：骨材の表乾密度(g/cm3)

試験精度

　単位容積質量の平均値からの差は、0.01kg/L以下でなければならない。

g/cm3

( ％ )

( kg ) -

-

報告用紙骨材の単位容積質量試験及び実積率試験

( kg/L ) 1.51

(有)瀬戸内　山砂

表 乾 密 度 d S

3.028

( kg/L ) 1.51

2.51

Z

m D

m 2

試 料 の 乾 燥 後 質 量

JIS A 1104

1.51

m 1 ( kg ) 3.025

絶 乾 密 度 d d

試　験　者

4.071

( L )

60.2

-

-

- -

-

-

-

-

-

60.2 60.2

( kg )

--

( kg )

( ％ )

( ％ )

試験年月日

V

1.043

1

絶乾状態

無

2.58

1.043

4.068

令和7年4月21日

大廣 修司

2.0002.000

2

平 均 値

容 器 の 質 量

含 水 率

平 均 値

容 器 の 質 量

含水率測定の有無

試 料 の 状 態

単
位
容
積
質
量

内高13.0cm　内径14.0cm

棒突き

容 器 の 寸 法

T

g/cm3

容 器 の 容 積

調　査　名

試　料　名

容 器 中 の 試 料 の 質 量

単 位 容 積 質 量

平 均 値

実
績
率

含
　
水
　
率

乾 燥 前 試 料 + 容 器 の 質 量

乾 燥 後 試 料 + 容 器 の 質 量

試 料 の 乾 燥 前 質 量

容 器 + 試 料 の 質 量

試 料 の 詰 め 方

測 定 番 号

( kg )

( kg )

G実 績 率 ( ％ )

( kg )

( kg )

V

m
T 1 

2

1

m

m

V

m
T D    Q

d

T
G

S

   100

100  
Dd

T
G



備　考

判定：試料液を標準液と比べたときの状況(目視)

濃い・同じ・淡いの三段階で判定

色が濃いほど有機不純物が多いことを示す

JIS A 1105 細 骨 材 の 有 機 不 純 物 試 験 報告用紙

調　査　名  (有)瀬戸内　山砂 試験年月日 令和7年4月22日

試　料　名 試　験　者 岩岡 光輝

判定結果 標準色液よりも淡い

試料液標準色液



 特記事項

※1　表面乾燥飽水状態における密度は次式より求める。 試験要求精度

密度の場合：平均値からの差が0.01ｇ/ｃｍ3以下
吸水率の場合：平均値からの差が0.05%以下

ここに、 d s ：表乾密度（g/cm3）

m 1 ：水で満たしたピクノメータの全質量（g）

m 2 ：表乾密度試験用試料の質量（g）

m 3 ：試料と水で満たしたピクノメータの質量（g）

ρ w ：試験温度における水の密度（g/cm3）

※2　絶対乾燥状態における密度は次式より求める。

ここに、 d d ：絶乾密度（g/cm3）

m 4 ：表面乾燥飽水状態の吸水率試験用試料の質量（g）
m 5 ：乾燥後の吸水率試験用試料の質量（g）

※3　吸水率は次式より求める。

ここに、 Q ：吸水率（質量百分率）（％）

平 均 値 （%） 2.89

⇒ 18°における水の密度： 0.99860 (g/cm3)

乾燥後の吸水率試験用試料の質量 m 5 （g） 463.6 484.1

吸 水 率 Q （%） 2.91 2.87

吸水率試験
表 面 乾 燥 飽 水 状 態 の
吸 水 率 試 験 用 試 料 の 質 量

m 4 （g） 477.1 498.0

絶 乾 密 度 d d （g/cm3） 2.51 2.50

平 均 値 （g/cm3） 2.51

表 乾 密 度 d s （g/cm3） 2.58 2.57

平 均 値 （g/cm3） 2.58

試 料 と 水 で 満 た し た
ピ ク ノ メ ー タ の 質 量

m 3 （g） 981.8 982.2

測 定 時 の 水 温 （℃） 18 18

水で満たしたピクノメータの全質量 m 1 （g） 678.6 678.5

表 乾 密 度 試 験 用 試 料 の 質 量 m 2 （g） 495.2 496.9

試　料　名 試　験　者 大廣 修司

密 度 試 験

測　　定　　番　　号 1 2

JIS A 1109 細骨材の密度及び吸水率試験 報告用紙

調　査　名  (有)瀬戸内　山砂 試験年月日 令和7年4月23日
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備考

ふるい分け試験で各群の質量分率が5％未満となった群の損失質量分率は、実際に試験を行った

最も近い群の損失質量分率を採用します。

合計

60 80

3片以上に砕けた粒の数

観察
破壊状況

岩　石　の　安　定　性　試　験

①試験前の試料の質量 (g)

②試験後3片以上に砕けた粒の質量 (g)

③損失質量分率(1-(①-②/①)×100 (%)

骨材の損失質量百分率(%) Σ⑤

40

40 60

25

15 20

10

20 25

15

粗　骨　材　の　安　定　性　試　験

5 10

骨材の損失質量百分率(%) Σ⑤

94.1

25

2.5 5 178.4 15 100.0

―

1199.8

1.2

5

302.2

0

100.0 94.0

0 ― ―

100.0

4.7

8.7 1.3

合計

―

細　骨　材　の　安　定　性　試　験

100

―

―

2.4

5.9

91.3

―

―

0.4

1.5

1.56.0

―

11 ― ―

18 100.0 97.6

―

2.5

10

67.1 6

25

137.4

211.3

303.4

0.15

0.3

0.6

1.2

調　査　名

報告用紙JIS A 1122 硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験

 (有)瀬戸内　山砂 試験年月日

試　験　者 岩岡 光輝

令和7年4月23日

試　料　名

⑤骨材の損失
質量分率

①×④/100(%)

④各群の損失
質量分率

（1-③/②)×100(%)

③試験後の
各群の質量

(g)

②試験前の
各群の質量

(g)

とどまる
ふるい
(mm)

通るふるい
(mm)

各群の質量
(g)

①各群の質量
分率
(%)

―

0.15

0.3

0.6



（g）

（g）

mD1 （g）

（g）

（g）

mD2 （g）

C （%）

（%）

備　考

骨材の粘土塊量Cは以下の式によって算出する。

C ： 骨材の粘土塊量（％）

m D1 ： 試験前の試料の乾燥質量（g）

m D2 ： 試験後の試料の乾燥質量（g）

骨 材 の 粘 土 塊 量 0.51 0.55

平　均　値 0.53

試
験
後

(試験後の試料+容器)乾燥質量 583.7 582.4

容 器 質 量 348.2 347.1

試 験 後 の 試 料 の 乾 燥 質 量 235.5 235.3

試
験
前

(試験前の試料+容器)乾燥質量 584.9 583.7

容 器 質 量 348.2 347.1

試 験 前 の 試 料 の 乾 燥 質 量 236.7 236.6

試　料　名 試　験　者 大廣 修司

測　定　番　号 1 2

JIS A 1137 骨材中に含まれる粘土塊量の試験 報告用紙

調　査　名  (有)瀬戸内　山砂 試験年月日 令和7年4月23日

100
1

21  
 

 
D

DD

m

mm
C







   J I S A 1 2 1 8

J G S 0 3 1 1
土 の 透 水 試 験 （ 定 水 位 ， 変 水 位 ）

調査件名 試験年月日

試料番号 （深さ） 試 験 者

試

料

土 質 名 称

最 大 粒 径 mm

土 粒 子 の 密 度 ρs Mg/m3

スタンドパイプ
1) 内 径 mm

断面積 a mm2

透

水

円

筒

容 器 No.

内 径

長 さ

質 量

D m

L m

m 2

2)

mm

mm

g

試 験 用 水

供試体作製,

飽和方法

供

試

体

寸

法

供試体 No.

直 径

断面積

長 さ

体 積

D

A

L

V

mm

mm2

mm

mm3

供

試

体

の

状

態

試 験 前 試 験 後 3)

（供試体＋透水円筒）質量 m 1 g

供 試 体 質 量 m m 1 m 2＝ － g

湿 潤 密 度 ρt m V＝ /  ×1000 Mg/m3

乾 燥 密 度 ρd ρt＝ /(1+  /100)w Mg/m3

間 隙 比 e ρs ρd＝（ ）/ －1

飽 和 度 S r wρs eρw＝ /（ ） ％

含

水

比

試 験 前 試 験 後 3)

容器 No.

m a

m b

m c

，w w f

g

g

g

％

平均値 ％

測 定 No. 1 2 3 4 5

測 定 開 始 時 刻

測 定 終 了 時 刻

測 定 時 間

t 1

t 2

t 2 t 1－ (⊿t) s

定

水

位

水 位 差

流 出 水 量

T℃に対する透水係数

h

Q

k T

4)

mm

mm3

m/s

変

水

位

時刻　における水位差

時刻　における水位差

T℃に対する透水係数

t 1

t 2

h 1

h 2

k T

5)

mm

mm

m/s

測 定 時 の 水 温

温 度 補 正 係 数

15℃に対する透水係数

代 表 値

T

ηT η15

k 15

k 15

℃

/

m/s

m/s

特記事項 1) 変水位試験の場合
2) 透水円筒，底板，シール材などを含む。
3) 保水性の小さい試料は測定を省いてよい。

4) k T

L Q

h A t 2 t 1

＝ ・
（ － ）

×
1

1000

5) k T

a L h 1

A t 2 t 1 h 2

＝2.303 ・log
（ － ）

k 15 k T ηT η15＝ ・ /

×
1

1000

(有)瀬戸内　山砂 令和 7年 4月 23日

 大廣修司

砂

4.75

1

100.0

127.3

1897.1

水道水

JIS A 1210呼び名Aの方法に準じて作製した。

水浸脱気法

1

100.0

7854

127.3

999.8×103

3654.0

1756.9

1.76

1.63

3838.2

1941.1

1.94

1.63

704

1058.3

1004.8

347.2

8.1

8.1

708

2271.8

1960.4

343.5

19.3

19.3

30

38

158.0×103

2.25E-3

17.5

0.938

2.11E-3

30

38

155.0×103

2.20E-3

17.5

0.938

2.06E-3

30

38

156.0×103

2.22E-3

17.5

0.938

2.08E-3

30

38

152.0×103

2.16E-3

17.5

0.938

2.03E-3

2.07E-3



備考

【単位容積質量の計算】

　T：骨材の単位容積質量(kg/L)

　V：容器の容積(L)

　m 1：容器中の試料の質量(kg)

【粒形判定実積率の計算】

　G：粒形判定実積率(％)

　T：骨材の単位容積質量(kg/L)

　 d D：骨材の絶乾密度(g/cm3)

※呼び寸法2.5mmのふるいを通過し、呼び寸法1.2mmのふるいに留まる試料で試験を行った。

平 均 値 ( kg/L ) 1.35

実
績
率

粒 形 判 定 実 積 率 G ( ％ ) 53.8 53.8

平 均 値 ( ％ ) 53.8

容 器 中 の 試 料 の 質 量 m 1 ( kg ) 2.702 2.708

単 位 容 積 質 量 T ( kg/L ) 1.35 1.35

3.751

容 器 の 質 量 ( kg ) 1.043 1.043
単
位
容
積
質
量

容 器 の 容 積 V ( L ) 2.000 2.000

容 器 + 試 料 の 質 量 ( kg ) 3.745

試 料 の 詰 め 方 棒突き 絶 乾 密 度 d d 2.51 g/cm3

測 定 番 号 1 2

試　料　名 試　験　者 大廣 修司

容 器 の 寸 法 内高13.0cm　内径14.0cm 試 料 の 状 態 絶乾状態

JIS A 5005 粒 形 判 定 実 積 率 試 験 報告用紙

調　査　名 (有)瀬戸内　山砂 試験年月日 令和7年4月23日

100  
Dd

T
G

V

m
T 1 





℃

m g

V w ml

℃

g

g

g

%

w %

m g

V w ml

℃

g

g

g

%

w %

試 料 番 号 ( 深 さ )

試 料 の 乾 燥 質 量 に

ビ ー カ ー No.

試 料 の 湿 潤 質 量

特 記 事 項

7.6

JGS   0211 土　懸　濁　液　の　pH　試　験

試 験 年 月 日

試 験 者

　(有)瀬戸内　山砂

岩岡光輝

令和7年4月21日

χmS/m

平 均 値

電　気
伝導率 平均値 χmS/m

測定値

pH

6.88

平 均 値

w

m c

調 査 件 名

測 定 値

pH
測 定 値

平 均 値 5.9

4.00 9.23

5.87 5.83

21.2

2

フタル酸 中性りん酸 ほう酸

5.01

温 度

山砂

19.4

101.4 101.4

109.0

21.2

5.01

2252.0

2388.0

425

-

-

1

500 500

-

pH

使 用 標 準 液

試 料 番 号 ( 深 さ )

19.7 19.3

109.0

204

試 料 の 湿 潤 質 量

R w

gm s

容 器 No.

χmS/cm

χmS/cm

計 算 で 求 め た

ビ ー カ ー No.

測定値

特 記 事 項

平均値

電　気
伝導率

乾 燥 炉 試 料 の 質 量

試 料 液 の 温 度

対 す る 水 の 質 量 比
試 料 の 乾 燥 質 量 に

加 え た 水 の 量

含
水
比 m c

w

m b

426

2502

平 均 値

m a

m a

m b

g
乾 燥 炉 試 料 の 質 量
計 算 で 求 め た m s

対 す る 水 の 質 量 比
R w

含
水
比

容 器 No.

試 料 液 の 温 度

加 え た 水 の 量

7.5

203

7.4

2356

Rw =          

  

𝑚 =  

   /   



骨材の微粒分量試験 骨材の単位容積質量及び実積率試験

試 験 記 録 写 真

㈲瀬戸内 山砂(2㎜)   2025.4 骨材のふるい分け試験

細骨材の有機不純物試験 細骨材の密度及び吸水率試験



土の透水試験（定水位法） 粒形判定実積率試験

試 験 記 録 写 真

硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験 骨材中に含まれる粘土塊量の試験

土懸濁液のpH試験




